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翼手類の 系統 と 適 応 1．核型 からみた キ クガ シ ラ コ

ウモ リ属に お ける類縁関係

安藤光
一・

内田 照 章 （九州 大学農学蔀動物学教室）

Phylogeny　and 　adaptation 　in　Chiroptera【，　Phylo −

genetic　relationships 　in　the　genus 　Rhinotophμs

based 　dpon　karyotype　analysis

KOICHI　ANDO ，　 TERU −AKI 　 UCHIDA

　 RhinoloPhus 属内 に お け る 種 の 系統分類学的位

置 づ け は，主 に Andersen （1905）iこ より考察 さ れ た 。
そ れ に よ る と，中鼻 葉 の 側面形態 の 相違 お よ び 蝸牛

と 後頭骨基底部 との 相対的な位置関係の 変化 な どか

ら，R 雇 冗 010 ρ勧 s は 3 つ の 種群 に 大別 され て い る 。

さ らに 各種群 に つ い て は ， 歯性，翼型お よ び中鼻葉

の 前面形態 な どの 形態的変異 か ら，種 間の 類縁関係

を論 じて い る 。 今まで に 核型分析 され た種 に つ い て

彼 の 見解をあて はめれば ，
R ．　cornutus

，
　R ．　blasii　hL

よび ノ〜．餠 7ア召’β は Pusiltus　group に ，　R ．　ferrume・

guinum は　丿「larrumeguinum 　groupに ，
　 R ，hiPPo・

sideros は hiPPosideros　group に 含 まれ ，そ の う

ち R ．cornutus が 最 も原始的な種 で あ り，
　 R ．　eur ・

yate や R ．　ferrume4uinum　1ま著 し く進 ん だ 種 とい

える。演者 らは 日本 に 生息 す る RhinotoPh ” S の 2

種，R ・eornutus 　cornutttS とR ・　f．　niPPon の核型を

分析 した結果 ， 前者で は 2n − 62　FN ＝60
， 後者 で は

2n ＝58　FN ≡62 の 数値を 得 た。こ れ ら 2 種 の 2n
，

FN の 数傾 と 他 の 種 の そ れ ら とを 比 較 す る と ，
　 R ．

corntttus 以外 の 種は 2 対な い し 3 対 の 双 腕 の 常染

色体 を保有 す る 。 しか しな が ら，FN の 数値 はπ，　f，
niPPon を 除けば ， 他 の 種で は 60 で

一
定 で あ る。

こ の こ と か ら， RhinoloPhUS 内に お け る染色体 の変

化機樗 は ， 主 に 動原体癒合に よ る もの で あり， 核型

か らみ て も R ．cernutus は 原始的な種と い え る 。 ま

た ， R ．　cornutus 以 外 の 種 お よ び 亜種 が保有す る双

腕の 常染色体 は ， 大き さに よ り5 型 に 分け られ る。
こ れら双腕 の 染色体を比較すれば，各種群 が 特有の

双 腕染色体 を 保有 して い る こ とが 明 ら か で あ り，

Andersen が 提唱 し た 3 つ の 種群分けは ， 核 型 か ら

も是認 され る 。 ま た ，前腕長 と核型 と を考え合 せ れ

iま， 概 して 大形種ほ ど進 ん だ核型を保持 して い る と

考えられ る 。 演者 らの 推論 は 外部形質 に よ る系統類
縁関係とか な り一致す る

。

翼手類の 系統 と 適応 11，脳 と echelocation

松村澄子 ・内田 照章 （九 州大学農学部動物学教室）

Phyl ・9・・y ・・d ・d・pt・しi・ n ・i・ ・Chi，。pt 。，。 ヨ，B ，ain

and 　echolocation

SUMIKo　MATsuMuRA
，
　TERu −AKI　UcHIDA

　　翼手類 は原始食虫類 に 由来 し，現生食虫類は 主と

　して 地中を ， 翼手類 は 空中 を ， 生活の 場とし て い

　る 。 演者 らは 翼手類の著しい 飛翔適応 が 脳 の orga ・
nization に い か に 反映 さ れ て い る か を探 る こ と を目

的 と した 。

　 翼手類 キ クガ シ ラ コ ウモ リ 科 （2種） と，ヒ ナ コ

ウモ Vlg （4樹 お よ び 食虫類 （1樹 の 脳を f。，
．

malin 固定 ，　cel 　loidin　；C包埋 した後 ，30 μ の 連続切

片を creSylviolet で 単染 し，観察 と計測 に 供 し た 。

な お，各種とも体 の 大 き さが 異 な るた め各中枢の 発

達度を比較する際 に は，大 孔 部 の 延髄断面積で 各中

枢 の 体積殖を刮 っ た殖 （Progression　Index
，
　PI と

略称）を用 い た 。

　まず，翼手類 と食虫類 の 脳 外形に おける 差異を み

る と，食虫類 で は 嗅球 お よ び 嗅脳部が 大 き く， 翼 手

類で は鵜 鰤 状 きい
・ また・R 手類 の 脳幹で 納

喉 頭筋を支 配 す る 疑核，お よ び 聴覚系諸中枢が ，食

虫類 よ り も著 し く発達 し，嗅覚を主 とす る食 虫類の

生活と ， い わ ゆ る echol   ation と して 知 られ る聴覚
に 大 き く依存して 翼手類の 生活 が ，脳 の organiza ・
tion に よ く反映 され て い る 。

　ま た ， 翼手類間 で は 疑核 ， 蝸牛神経核およ び下 丘

に おい （ ・キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ科 で よ り顕著 な靆
が み られ る 。 同時に超音波発 生器官で ある喉頭の 形

態 と，受容器で あ る 蝸牛の 形態 に も， 両科 の 間 に は

顕著な差異 が 認 め られ る。こ れ らは 両 科 の echolo ・
cation 法が 異 な る こ と に 対応 して い る と 解 釈 され

る e
一方 ，聴覚系中枢 の うち 上 オ リ

ー
ブ 核群 お よ び

外側毛帯核は 各種 で 異 な る 発 達 の 様相 を 示 し， ヒ ナ

コ ウ モ リ科 の モ モ ジ ・ コ ウ モ リ に 耕 ・ て 最 大 の 体積

値を示す。 こ れ ら中枢 の 詳細 に つ い て は ， 聴覚系上

位中枢 の 所見と合わせ ，今後考察す る こ とに した い 。
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